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発行枚数 650枚 メール配信 100団体 

発行人 指定管理者NPO法人茨城県南生活者ネット 龍ケ崎市市民活動センター長 島村宏之 

 
                市民活動状況 

 

  市内ＮＰＯ法人数      ３２ 団体 

  当センター登録団体数   １４５ 団体 

  当センター登録会員数   ６，６７３人 

  ２月来館者数             ４３０人 

  ２月印刷機利用枚数    ９，６７２枚 

龍ケ崎市市民活動センターは社会貢献活動を行う団体を支援するための施設です。 

会議スペース・作業スペース・印刷機・紙折り機・パソコン・多目的室等（１階）や 

大会議室・小会議室・パソコン室・和室・工作室（２階）・陶芸室（１階外倉庫隣り）がご利用いただけます。  

開館時間 = 午前９時～午後７時(日曜祝日は午後５時まで)２階各室は夜間も(午後１０時まで)利用可能です。 

休館日  =  月曜日および年末年始、特別に定める日 
            〒301-0004 龍ケ崎市馴馬町2445  TEL 0297-63-0030 / FAX 0297-63-0571 

          E-mail r-suwan@titan.ocn.ne.jp  URL http://r-shimin.sakura.ne.jp/ 

２０２２年４月号 

3月20日（日）9:00～「市民花壇づくり体験会」報告 

 市民団体活動紹介シリーズ 8  竜ヶ崎子どもミュージカル 

 竜ヶ崎子どもミュージカルは２００４年１０月に活動をスタートしました。 

小学生〜高校生の劇団員と父母会で構成されています。 

プロの育成を目的とするのではなく、仲間と「ミュージカル」の公演を作り上げる喜びを通して、連

帯感や思いやりの心を育てる情操教育を大きな目的として活動しています。「心・技・体」全てを

磨く稽古と、舞台作りを通して得られる達成感は、子ども達の心豊かな成長を助け、「将来の夢」

を描いてゆく土台となっています。また、「ミュージカル」を近隣地域の皆さんに観ていただき、喜んでもらうことを通

じ、子ども達も父母会も地域や人とのつながりを感じ、地域の芸術文化の発展や活性の助けとなっていることを実

感しながら１７年、活動を続けて参りました。 

実際、レッスンに来る子ども達の生き生きとしていること！学校では体験できない、歌やダンスによる自己表現や、

学年も世代も超えて教え合いや学び合いが子ども達にもたらす良い変化を父母も日々感じています。 

 今年の６月１９日(日）には、第１７回公演「夜空の虹」を大昭ホール龍ケ崎にて上演する予定です。物語の舞台は

とあるお屋敷。その天井裏で暮らすひとりぼっちのネズミのムームの楽しみは、世界各国から集められた人形達や

カナリヤのおしゃべりを聞くこと。ある日仲間入りした地味な粘土人形のアンナは、華やかな人形達から仲間はずれ

にされてしまいます。ムームはそんなアンナと仲良くなって楽しい日々を過ごしますが。。。美しくせつない友情の物

語を８ヶ月のレッスンで磨いた歌声と演技、ダンスでお

届けします♪地元で観られる、地元の子ども達による本

格的なミュージカル。きっと感動していただけることと思

います！コロナ対策のため、入場者の数を制限させて

いただいておりますが、今回は劇場鑑賞の

他、インターネット配信でも公演をお楽しみい

ただけます。 

また、現在、一緒に舞台を盛り上げてくれる

賛助出演者を募集しています！興味がある

方は、ホームページをご覧ください。（⇒） 

前日の雨降りでいいお湿りとなった後、快晴の下、花壇づくり体験会が始

まりました。参加者は3人と少なかったのですが、「花とふれあいの輪」の

方々10名が親切・丁寧に指導していただき楽しくノースポールの花苗５０

０本を植えることが出来ました。根がしっかり張っているので根をほぐして

から植えつけました。1時間程で花壇三ヶ所の植え付けを完了しました。

高齢者が多い「小貝川・花とふれあいの輪」の中に若い参加者が入って

一緒に花植えができたので会員の皆さんもとっても喜んでいました。 

最後に入会案内をお渡しすると早速、1名入会されました。他の2人は検

討中とのことです。 

小貝川・花とふれあいの輪の皆さん、ご協力、ありがとうございました。 

協力：小貝川・花とふれあいの輪 
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3月19日 市民活動団体 組織力強化セミナーが開催されました 

 市民生活の知恵出し講座「『チョコレートの真実』からフェアトレードを知る」ワークショップ報告 

3月6日（日）13:30～  講師：認定NPO法人ACE杉山 綾香氏 

開催当日はコロナ対策として市外（4名）の受講希望者をお断りしなければならない状況下でありましたが、各方

面に参加を呼び掛けて、14名の参加がありました。お集まりいただいた方々に改めて、感謝申し上げます。 

今回は「児童労働」をテーマにした初めての講座でしたが、熱意が伝わってくる素晴らしい講師と熱心な参加者

との見事なコラボレーションが実現し、充実した講座が開催できました。私たちが日頃、何気なく食べているチョコ

レートの原料であるカカオがアフリカのガーナの児童労働から生産されている事実についてワークショップを通し

て、分かりやすく実感することができました。カカオの生産量

が増えると価格が下落して収入が激減するという状況をどう

改善していくのかについても学び、適正な価格で取引される

フェアトレードのチョコやコーヒーの販売が日本でも増えてい

ることも分かりました。 

参加者の感想からは、「チョコレート購入の際は、フェアト

レードの商品を選ぼうと思いました。」「フェアトレード商品を

買うことで支援活動につながると思いました。」

などの声が聞かれました。 

コロナ禍で市民活動が低迷する中、「こんな悩み、ありませんか？ 代表者ばかりに負担

がかかっていませんか？」「跡継ぎがいない」「新しいメンバーがいない」など 組織の有り

方を見直し、チーム作りなどを学ぶことで、メンバーやボランティアが活動しやすい方法を

グループワークした。 

県内の市民活動を先導する認定ＮＰＯ法人／茨城ＮＰＯセンターコモンズ常務理事・事務

局長大野覚氏を講師にお迎えしての開催企画し、「りゅうほ－」や「ポスター配布・掲示」に

より募集したが参加希望者なし。その後、市民活動センター利用者を対象にしたセンター

スタッフからの個別の参加、呼びかけの繰り返しにより、様々な市民活動のリーダーたち

が大会議室に集合した。内容は①組織運営の課題整理 ②課題解決の方向性 ③生産

性を高める取り組み ④ボランティア、市民活動の３要素 ⑤役割分担表 ⑥ファシリ

ティーションとは・・・⑦分析シートによる自己チェックと「参加者となりどおしで語ろう」の共

有化と代表者発表につづいて講師コメント・・・で展開した。 

「文化・芸術・スポーツ分野」で活躍しているリーダー達もこれとは別に、地域コミュニティー

分野でも様々なリーダーとして活躍し、それぞれの課題を抱き参加していることが理解で

きた。終了時のアンケート調査にご協力いただいた。このようなセミナーを今後も続けてほ

しいですかとの答えは全員が希望すると、参加メンバーが自由に意見交換できる場を用

意したら参加を希望しますか？の質問についても全員が希望するとの回答をいただいた。 

終了後に講師とスタッフによる本日の成果と今後の進め方による共有が進められた。アン

ケート結果の概要については参加者の声としてコモンズに届けた。さらに県内の市民活動

の近況も講師と共有した。その後、ス

タッフ間で活動が停滞している「市民活

動日本一を目指す円卓会議の運営改

善」等の意見交換が行われた。 

セミナーで私のお隣に座った代表者の

意見「リーダーは活動を通して提供者

への責任がある。」に、私は感服した。

スタッフからの意見「活動の目的が具

体的に共有できていないものは長続き

しない。」当たり前のことだかズシリと脳

天に届いた。 


